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2Ja-10　　　　 足部 の圧迫 ・開放 が自律神経活動に及ぼす影響

○岩崎房子　 田村照 子　( 文化女大)

[目的]我々は日常生活において、靴、靴下を脱ぐことで｢ ほっとする｣ 感覚を経験する。そこで、

靴下・靴着用による足部の圧迫、開放が自律神経活動に及ぼす影響について検討した。

[方法]実験Ｉ　緊迫度の異なる靴下着用時の衣服圧・足部形状を測定した。　実験II　33 °0、50 ％

環境下において右足幅部( 第1趾・第5趾基節骨間) をインサイドベルトにより20gf ・ 40gf/cm 2 加圧

した時及び開放時の足部皮膚温、血流量、心拍変動、主観評価の測定を行った。実験Ⅲ　6 時間以

上にわたる靴( ビーチサンダル・運動靴・ヒール靴) の着脱にともなう心拍変動の測定を行った。

心拍変動の解析は、心電図のE-R 間隔から高周波領域(HF)低周波領域(LH) の出現率を求め、交感神

経と副交感神経の活動状態を分析した。

[結果]1) 趾先部はストッキング程度の圧迫でも形状変化が認められた。2)足部皮膚温の加圧、開放

による影響はみられなかった。3) 趾先血流量は個人差が大きく、加圧、開放による統計的有意差は

見られなかったが、20gf/cm2 加圧時で減少し、40gf/cffl2加圧時で増加の傾向を示した。4)20 gt/m

2加圧、開放による自律神経活動への影響は小さく、40 gf/c皿^加圧時ではLF/HF の増加、開放時に

はHF/LF 十HFの増加の傾向が見られた。5)圧迫感は20gf/cm2 に比べ40gf/cm2 時で強く、圧迫からの

開放感が大であった。6)6 時間以上にわたる靴着脱時の心拍変動には有意な差が認められ、その差

はヒール靴＞ビーチサンダル＞運動靴の順に大であり、ヒール靴着用時は緊張度が高く、運動靴は

比較的リラックス感を与えることが示された。以上の結果から圧迫の強いストッキングや、ヒール

靴着用による足部の圧迫は、交感神経レベルの上昇をもたらし、足部のみならず全身性に影響を及

ぼすことが示された。　　　　　　　　　　　　　　( 本研究は平成10年度文部省科学研究補助金によった)
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【目的】衣服は、第二の皮膚ともいわれるように、第一義的には健康を保つことにあり、

同時に装飾審美上の目的でも着用される。しかし、装飾審美上を優先するあまり、時代の
要請とはいえ、健康面への配慮が無視された時代があり、その例としてコルセットがあげ

られる。欧米では、16世紀から20世紀初頭にかけて、コルセットの全盛時代であった。当

時を舞台とした文学書の中から、男性作家の作品を中心としてコルセットに関する記述を
検索・収集し、特にコルセットと生体機能の関わりを把握することを目的とする。

【方法】当時を舞台とした文学書の中からコルセットに関する記述を検索・収集した。文

学書より検索された文章より、男性作家の作品を中心に、女性作家との描写の違いを検討

し、表現の特徴などの分析を試みた。その中でも、更にコルセットと生体機能に関わる事
例を中心に、考察・検討を試みた。

【結果】男性作家の文学書７点（椿姫、ナナ、三銃士、戦争と平和、クロイツェル・ソナ

タ、麗しの皇妃エリザベト、明日は舞踏会）から、コルセットに関する記述が検索された
これらから、女性作家との表現上の大きな相違点が把握された。即ちコルセット着用によ

る金属音（16 世紀は鉄製のコルセットが用いられていfz ）、容姿の美しさ、コルセット着

脱など客観的な外見上の表現に留まる作品が殆どである。女性作家の多くは、身体面（生

体機能との関わり）、精神面（スタイルへの自己満足 ）などの主観的描写がされている。
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